
記念講演会

長谷川 利夫さん

杏林大学教授・精神科医療の身体拘束を考える会代表

「精神科病院における身体拘束を考える」

事前申込 要
申込方法は裏面です

先着順
定員200名 会員

（先行受付）

２０１9年 4 月 1日～

一般
　２０１９年 4 月１５日～　　

非会員の方も会員申込をしていただければ、
先行受付で参加申込ができます。

　https://www.psy-jinken-osaka.org/support/member/
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コーディネーター竹端 寛
（兵庫県立大学　准教授）

   ２０１９年度　活動報告会（総会）
　当事者、家族、医療・福祉従事者、学生、

教員、弁護士それぞれの立場を超えて、

安心してかかれる精神医療の

実現に向けて、一緒に考えて

みませんか？

　主催　認定ＮＰＯ法人　大阪精神医療人権センター
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※お申込みをもって受付とさせていただき、参加票等の発行は致しません。定員を超える場合はご連絡させていただきます。

南館
南ホール

５／１８活動報告会 ( 総会 )・記念講演会「精神科病院における身体拘束を考える」

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター
のホームページにある「講演会申込み」
からお申込みください。
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認定NPO法人

参加する / 参加しない １７:１５～１９:００頃／参加費４０００円・当事者３０００円　
会場近くの居酒屋で開催予定です。
＊キャンセルの場合はキャンセル費用が発生しますので、ご了承ください。

懇親会 (会費制 )
定員３０名、先着順・事前申込制

記念講演会「精神科病院における身体拘束を考える」

精神科病院における身体拘束は、精神保健福祉資料に

よれば２０１７年では１２ ,５２８人とされ、１０年前

（２００７年）の６，７８６人と比較して約２倍となり、

その数は増え続け、身体拘束によって生命が奪われる事

件の報道もなされています。身体拘束は、「生命」・「個

人の尊厳」にかかわる問題です。

大阪精神医療人権センターでは、身体拘束がそもそも

「治療」といえるのか、身体拘束に根拠や合理性がある

のかという根本的な疑問点から、精神科病院における身

体拘束を考え、現状を変えていくための方策を検討して

います。

２０１９年度　活動報告会（総会）

当センターでは、入院中の方への面会活動等を続けて

おり、年々件数が増え続けており、そのニーズの高さを

実感しています。個別相談の拡充に向けた取組み内容や、

その成果について報告します。

また、精神科病院への訪問活動や情報公開に向けた活

動を実践しています。大阪府精神科医療機関療養環境検

討協議会の議論の内容や６３０調査の非開示等精神科病

院に関する課題について報告します。

FAX 番号又はメールアドレス

希望する　／　希望しない　／　受け取っている


